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◇あとがき◇
　2023年 12月 13日，私はある忘年会に出席す
るために都内の某ホテルを訪れていましたが，
ホテルではいくつもの忘年会が開催され，外国
人旅行者も大勢みかけました。COVID-19の 5
類感染症移行後，初めての東京の年末はパンデ
ミック以前となんら変わらない年末の姿でした
が，マスクをしている人の数はまだ多い印象で
した。しかし，私の働いている医療施設では，
いまだに COVID-19とインフルエンザの院内感
染が発生し，職員の陽性者が毎日数名は報告さ
れています。それでも診療への影響はほとんど
なく，面会制限や入院前抗原検査の緩和，
COVID-19陽性病棟の廃止の方向に進んでお
り，この 3年間でわれわれは本当に多くのこと
を学んできたのだと痛感しています。
　さて，今回は「腹腔鏡下噴門形成術―新技術
認定制度に向けて」という企画を組みました。
この企画は，日本内視鏡外科学会の技術審査
（小児外科領域）において，腹腔鏡下噴門形成術
の審査基準を 2024年度から変更するにあたり，
技術審査が開始されてから 15年が経過した現
時点での腹腔鏡下噴門形成術に関連するさまざ
まな話題で構成された内容となっています。そ
れぞれの執筆者が写真やシェーマを数多く用い
て，非常にわかりやすく解説をしてくださって
いますが，なかでも寺倉宏嗣先生がご執筆くだ
さった「変形の強い重症心身障害児者」の稿は
特筆に値する内容となっています。寺倉先生
は，すでに小児内視鏡外科医としては第一線を
退かれておりますが，私からの「写真を多く載
せた原稿」という依頼をお引き受けくださり，
人生最後の依頼原稿としてご執筆くださいまし
た。そして，その内容は数多くのご経験に基づ
く，まさに図鑑・写真集と呼ぶに相応しい素晴
らしい内容となっています。寺倉先生には，こ
の場を借りて心よりの最大限の感謝を申し上げ
ます。本当にありがとうございました。他稿も
含め，非常に内容の深い素晴らしい特集号に
なったと自負しており，この特集号が腹腔鏡下
噴門形成術のよりいっそうの標準化を促進し，
同手術が安全・安心で再発の少ない手術になる
ことの一助となれば幸甚です。
 （世川　修）
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